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狙
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一 

 



 

六
月
十
六
日
提
出
の
「
日
本
共
産
党
幹
部
宅
盗
聴
事
件
の
事
実
認
定
と
責
任
所
在
な
ど
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書
」 

 

で
、
国
松
孝
次
前
警
察
庁
長
官
狙
撃
事
件
の
捜
査
状
況
か
ら
公
安
警
察
の
現
況
や
問
題
点
を
指
摘
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン 

「
警
察
が
狙
撃
さ
れ
た
日
」
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
、
版
元
の
三
一
書
房
の
取
引
銀
行
に
対
す
る
捜
査
照
会
を
し
た
か
ど
う
か
な

ど
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
は
七
月
十
七
日
付
で
、
警
視
庁
に
よ
る
照
会
の
事
実
を
認
め
、
「
犯
罪
捜
査
以
外
の
目
的
で
こ 

 

の
よ
う
な
照
会
を
行
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
。 

日
本
共
産
党
幹
部
宅
盗
聴
事
件
な
ど
の
よ
う
に
当
然
「
あ
り
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
」
は
ず
の
違
法
捜
査
が
過
去
に
行

わ
れ
た
事
実
が
あ
り
、
今
回
の
捜
査
照
会
に
つ
い
て
も
国
政
調
査
権
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
事
実
を
確
認
し
な
が
ら
検
証
す
る

た
め
、
以
下
質
問
す
る
。 

国
松
前
長
官
に
重
傷
を
負
わ
せ
た
狙
撃
事
件
は
、
空
前
の
憎
む
べ
き
犯
罪
で
あ
り
、
早
急
な
真
相
の
解
明
が
待
た
れ
て
い
る

が
、
「
警
察
が
狙
撃
さ
れ
た
日
」
は
警
察
内
部
の
諸
問
題
が
事
件
の
解
明
を
妨
げ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
が
事
実
と 

 

す
れ
ば
、
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
職
務
を
全
う
し
た
国
松
前
長
官
も
忸
怩
た
る
思
い
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
組
織
犯
罪
対
策
法
案
の
国
会
提
出
以
来
、
こ
の
法
案
の
大
き
な
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
の
警
察
や
検
察
が
こ 

「
警
察
が
狙
撃
さ
れ
た
日
」
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

れ
ま
で
違
法
な
捜
査
や
公
正
、
適
正
を
欠
く
事
件
処
理
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
十
分
な
反
省
と
体
質
改
善
を
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
今
回
も
そ
の
観
点
か
ら
「
警
察
が
狙
撃
さ
れ
た
日
」
以
外
の
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
も
一
部
付
け

加
え
た
。 

一 

国
松
孝
次
前
警
察
庁
長
官
狙
撃
事
件
の
発
生
に
つ
い
て 

（
4
） 

同
書
に
よ
る
と
、
国
松
長
官
に
は
本
人
の
希
望
で
、
Ｓ
Ｐ
は
付
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
最
重
要
警
護
対
象
の
「
特 

（
3
） 

同
書
に
よ
る
と
、
報
道
機
関
に
現
場
で
簡
単
な
事
件
の
概
要
説
明
を
し
た
の
は
警
視
庁
捜
査
一
課
長
で
、
同
庁
公 

 

安
一
課
長
は
発
生
か
ら
約
一
時
間
半
後
、
「
ウ
チ
の
お
客
さ
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
言
い
残
し
、
い
っ
た
ん
所
轄
の
南 

 
 

千
住
署
か
ら
立
ち
去
っ
た
と
あ
る
が
、
事
実
か
。 

（
2
） 

「
警
察
が
狙
撃
さ
れ
た
日
」
（
以
下
「
同
書
」
と
す
る
）
に
よ
る
と
、
捜
査
は
警
視
庁
公
安
部
が
主
導
し
て
い
る 

 
 

 

よ
う
だ
が
、
殺
人
未
遂
事
件
で
も
あ
り
、
本
来
強
行
事
件
の
捜
査
に
当
た
る
刑
事
部
の
捜
査
一
課
な
ど
が
中
心
に
な 

 

ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
初
期
段
階
で
、
公
安
事
件
と
判
断
す
る
要
素
が
あ
っ
た
の
か
。 

（
1
） 

東
京
都
荒
川
区
南
千
住
で
、
一
九
九
五
年
三
月
三
十
日
に
発
生
し
た
国
松
孝
次
警
察
庁
長
官
（
当
時
）
狙
撃
事
件 

 

の
捜
査
は
現
在
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

四 

 



 

（
8
） 

同
書
に
よ
る
と
、
事
件
を
防
げ
な
か
っ
た
警
備
態
勢
に
つ
い
て
は
約
一
年
後
、
警
視
総
監
ら
が
訓
戒
の
処
分
を
受

け
た
が
、
同
書
は
「
あ
ま
り
に
甘
か
っ
た
」
と
論
評
し
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
な
処
分
が
い
か
な
る 

（
7
） 

同
書
に
よ
る
と
、
犯
人
は
国
松
前
長
官
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
内
に
侵
入
し
、
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
拳
銃
で
要
人
を
狙
撃
し
、
自
転
車
で
逃
走
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
犯
行
が
可
能
だ
っ
た
要
因
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。 

（
6
） 

同
書
に
は
、
国
松
前
長
官
の
自
宅
を
管
轄
す
る
南
千
住
署
の
署
長
は
警
護
態
勢
を
た
だ
す
報
道
機
関
の
取
材
に
対

し
、
「
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
ま
し
た
よ
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
た
と
あ
る
が
、
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と 

 
 

や
っ
て
い
た
警
護
態
勢
の
下
で
、
事
件
が
発
生
し
た
原
因
は
何
か
。 

（
5
） 
事
件
十
日
前
に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生
し
、
現
場
と
な
っ
た
東
京
都
内
は
も
と
よ
り
、
日
本
全
国
が
テ
ロ
の

再
発
を
警
戒
し
て
い
た
当
時
、
警
察
組
織
の
ト
ッ
プ
を
含
む
要
人
の
警
護
態
勢
全
般
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。 

Ａ
」
ラ
ン
ク
の
要
人
だ
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
警
備
態
勢
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
事
件
後
、
ど
の
よ
う
な
検
証
と
反

省
を
し
た
か
。 

五 

 



 

二 

事
件
と
オ
ウ
ム
真
理
教
な
ど
に
つ
い
て 

（
5
） 

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
者
以
外
の
犯
行
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
十
分
に
捜
査
し
た
か
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

事
態
が
起
こ
ろ
う
と
も
、
教
団
以
外
の
捜
査
は
尽
く
し
た
と
言
い
切
れ
る
か
。 

（
4
） 

同
書
に
よ
る
と
、
警
視
庁
公
安
部
は
事
件
発
生
直
後
の
聞
き
込
み
捜
査
か
ら
、
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
者
の
写
真
を

持
っ
て
回
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
事
実
か
。 

（
3
） 

国
松
長
官
狙
撃
事
件
発
生
直
前
に
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
前
代
表
の
松
本
智
津
夫
被
告
ら
が
現
在
公
判
中
（
一
部
有

罪
確
定
）
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
や
目
黒
公
証
役
場
事
務
長
拉
致
事
件
が
起
こ
り
、
教
団
に
対
す
る
強
制
捜
査
が
継

続
し
て
い
た
。
長
官
狙
撃
事
件
も
教
団
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
。 

（
2
） 

い
わ
ゆ
る
「
見
込
み
捜
査
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

（
1
） 

死
刑
確
定
者
が
再
審
で
無
罪
に
な
る
な
ど
の
「
冤
罪
」
事
件
か
ら
、
捜
査
当
局
は
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
て
き
た

か
。
あ
る
い
は
、
裁
判
所
と
の
見
解
の
相
違
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

理
由
で
、
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
た
か
。
そ
の
処
分
が
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
同
様
な
犯
罪
を
抑
止
す
る

た
め
に
必
要
十
分
な
処
分
だ
っ
た
と
政
府
は
確
信
し
て
い
る
か
。 

六 

 



 

三 

警
視
庁
巡
査
長
の
「
自
供
」
に
つ
い
て 

（
2
） 

同
書
に
よ
る
と
、
告
発
文
書
が
送
付
さ
れ
た
当
時
、
指
摘
ど
お
り
、
警
視
庁
本
富
士
署
の
巡
査
長
が
犯
行
を
自
白 

 

し
て
い
た
が
、
警
視
庁
は
国
家
公
安
委
員
長
や
警
察
庁
に
報
告
し
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
事
実
か
。
事 

（
1
） 

同
書
に
よ
る
と
、
事
件
か
ら
約
一
年
半
が
経
過
し
た
一
九
九
六
年
十
月
、
警
視
庁
記
者
ク
ラ
ブ
に
加
盟
す
る
マ
ス 

 

コ
ミ
各
社
に
宛
て
て
「
犯
人
は
警
視
庁
警
察
官
（
オ
ー
ム
信
者
）
。
既
に
某
施
設
に
長
期
間
監
禁
し
て
取
り
調
べ
た 

 

結
果
、
犯
行
を
自
供
し
て
い
る
」
な
ど
と
書
か
れ
た
告
発
文
書
が
二
度
送
り
付
け
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
事
実
か
。 

（
7
） 

同
書
に
は
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
か
ら
約
三
カ
月
後
の
一
九
九
四
年
九
月
、
警
察
庁
科
学
警
察
研
究
所
は
オ
ウ
ム
真

理
教
の
教
団
施
設
が
集
中
し
て
い
た
山
梨
県
上
九
一
色
村
の
土
壌
か
ら
、
サ
リ
ン
製
造
過
程
で
副
次
的
に
派
生
す
る

物
質
が
検
出
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
こ
る
九
五
年
三
月
ま
で
の

捜
査
は
十
分
だ
っ
た
か
。 

（
6
） 

同
書
に
よ
る
と
、
警
視
庁
公
安
部
は
オ
ウ
ム
真
理
教
幹
部
ら
の
事
件
へ
の
関
与
を
捜
査
し
、
現
在
逃
亡
中
の
平
田

信
も
捜
査
対
象
に
入
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
平
田
ら
を
発
見
、
逮
捕
で
き
な
い
現
状
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。 

七 

 



 

（
5
） 

同
書
に
よ
る
と
、
井
上
総
監
の
辞
意
表
明
後
、
巡
査
長
の
懲
戒
免
職
処
分
な
ど
を
発
表
し
た
警
視
庁
の
滝
藤
浩
二

副
総
監
は
、
記
者
の
「
巡
査
長
が
（
オ
ウ
ム
側
に
）
情
報
を
漏
ら
し
た
と
供
述
し
始
め
た
時
期
は
い
つ
な
の
か
」
と

の
質
問
に
、
「
最
初
に
確
認
し
た
の
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
五
月
中
旬
ご
ろ
で
す
。
極
め
て
軽
微
な
一
部
の 

 

情
報
提
供
と
い
う
感
じ
で
し
た
」
と
答
え
た
と
い
う
。
巡
査
長
の
情
報
漏
洩
を
最
初
に
確
認
し
た
九
五
年
五
月
中
旬 

（
4
） 

同
書
に
は
、
東
京
地
検
の
次
席
検
事
が
一
九
九
七
年
一
月
十
七
日
、
巡
査
長
の
自
供
に
つ
い
て
「
元
警
視
庁
巡
査

長
の
当
該
供
述
の
全
体
と
し
て
の
信
用
性
に
は
、
重
大
な
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
点
が
あ
り
、
現
段
階
で
は
、

同
人
の
供
述
に
基
づ
い
て
狙
撃
事
件
の
被
疑
者
と
し
て
手
続
き
を
進
め
る
の
は
適
当
で
な
い
と
判
断
す
る
に
至
っ

た
」
と
の
見
解
を
発
表
し
た
と
あ
る
が
、
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
同
書
か
ら
の
引
用
し
た
前
記
部
分
以
外
に
詳

細
な
発
表
は
あ
っ
た
か
。 

（
3
） 

同
書
に
よ
る
と
、
井
上
幸
彦
警
視
総
監
が
辞
意
を
表
明
し
た
一
九
九
六
年
十
一
月
二
十
八
日
、
巡
査
長
の
自
白
を

め
ぐ
る
警
察
庁
と
警
視
庁
幹
部
ら
の
処
分
が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
処
分
が
い
か
な
る
理
由
で
発
令

さ
れ
た
の
か
。 

実
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
態
に
立
ち
至
っ
た
の
か
。 

八 

 



 

（
8
） 

同
書
に
よ
る
と
、
一
九
九
六
年
十
一
月
、
当
時
の
倉
田
寛
之
国
家
公
安
委
員
長
が
警
察
庁
幹
部
に
「
ず
っ
と
気
に

な
っ
て
い
た
こ
と
」
と
し
て
「
長
官
を
狙
撃
し
た
と
言
っ
て
い
る
警
察
官
が
オ
ウ
ム
信
者
だ
と
い
う
こ
と
は
（
九
五

年
）
三
月
二
十
三
日
に
ど
こ
か
で
押
収
さ
れ
た
光
デ
ィ
ス
ク
で
判
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
三
月
三
十
一
日

ま
で
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
特
捜
本
部
に
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」
と
質
問
し
た
と
い
う
が
、
事
実
か
。
事
実 

（
7
） 

同
書
に
は
、
巡
査
長
が
一
九
九
六
年
五
月
、
国
松
前
長
官
の
狙
撃
を
自
供
し
た
後
、
警
視
庁
内
で
は
、
凶
器
の
拳

銃
を
捨
て
た
と
供
述
し
た
神
田
川
の
捜
索
な
ど
、
自
供
の
裏
付
け
捜
査
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
が
、
警
視
庁
首
脳

は
同
年
十
月
に
巡
査
長
の
自
供
が
報
道
さ
れ
る
ま
で
、
裏
付
け
捜
査
を
見
送
っ
て
い
た
と
あ
る
が
、
事
実
か
。
事
実

と
す
れ
ば
、
首
脳
は
な
ぜ
裏
付
け
捜
査
を
見
送
っ
て
い
た
の
か
。 

（
6
） 

同
書
で
は
、
九
五
年
七
月
に
毎
日
新
聞
な
ど
が
警
視
庁
の
現
職
警
察
官
に
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
徒
が
い
る
と
報
じ

た
際
、
警
視
庁
は
「
情
報
漏
洩
は
な
い
」
と
公
式
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
と
い
う
が
、
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
滝

藤
副
総
監
の
「
最
初
に
確
認
し
た
の
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
五
月
中
旬
ご
ろ
で
す
」
と
い
う
話
と
矛
盾
す
る

が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
の
か
。 

に
巡
査
長
を
懲
戒
処
分
と
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

九 

 



 

（
12
） 

同
書
は
、
警
察
庁
の
菅
沼
清
高
官
房
長
の
勇
退
、
垣
見
隆
刑
事
局
長
の
更
迭
、
大
森
義
夫
内
閣
情
報
調
査
室
長
の

勇
退
な
ど
に
つ
い
て
「
警
察
官
僚
の
人
事
を
め
ぐ
る
陰
湿
な
力
学
は
、
わ
れ
わ
れ
を
身
震
い
さ
せ
る
ほ
ど
に
謀
略
の

臭
い
を
ま
き
ち
ら
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
捜
査
の
最
中
、
そ
う
し
た
人
事
抗
争

が
あ
っ
た
の
か
。 

（
11
） 

同
書
に
よ
る
と
、
巡
査
長
の
取
り
調
べ
は
「
完
全
な
る
違
法
逮
捕
状
態
（
よ
く
い
っ
て
軟
禁
状
態
）
」
で
続
け
ら

れ
た
と
あ
る
が
、
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
こ
の
違
法
捜
査
に
対
す
る
処
分
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
。 

（
10
） 

巡
査
長
の
取
り
調
べ
は
逮
捕
令
状
に
基
づ
い
て
身
柄
を
拘
束
し
て
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
任
意
の
事
情
聴
取

だ
っ
た
の
か
。 

（
9
） 
同
書
や
昨
年
二
月
十
八
日
の
日
本
テ
レ
ビ
「
き
ょ
う
の
出
来
事
」
に
よ
る
と
、
警
視
庁
公
安
部
は
巡
査
長
の
捜
査

に
民
間
人
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
関
与
さ
せ
た
よ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
捜
査
手
法
は
こ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
の
か
。
政

府
は
こ
う
し
た
捜
査
を
適
正
と
断
言
で
き
る
か
。 

と
す
れ
ば
、
警
察
庁
は
倉
田
委
員
長
に
ど
の
よ
う
に
回
答
し
た
か
。
ま
た
、
信
者
と
い
う
こ
と
が
発
覚
し
て
か
ら
巡

査
長
を
特
捜
本
部
か
ら
外
す
ま
で
、
約
一
週
間
の
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

一
〇 

 



 

四 

「
チ
ヨ
ダ
」
に
つ
い
て 

（
6
） 

警
察
庁
警
備
局
の
一
九
九
八
年
度
予
算
は
ど
れ
だ
け
か
。 

（
5
） 

六
月
十
六
日
提
出
の
「
日
本
共
産
党
幹
部
宅
盗
聴
事
件
の
事
実
認
定
と
責
任
所
在
な
ど
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主

意
書
」
で
、
同
書
に
書
か
れ
て
い
る
公
安
警
察
の
「
チ
ヨ
ダ
」
に
つ
い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
は
七
月
十
七
日

付
け
で
「
『
チ
ヨ
ダ
』
と
い
う
も
の
を
承
知
し
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
た
。
「
承
知
し
て
い
な
い
」
と
は
、
「
チ
ヨ 

 
 

 

ダ
」
と
い
う
組
織
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。 

（
4
） 

左
翼
系
組
織
、
新
左
翼
セ
ク
ト
、
右
翼
団
体
、
朝
鮮
総
連
な
ど
を
対
象
と
し
た
公
安
活
動
の
う
ち
、
協
力
者
作
り

や
各
都
道
府
県
警
察
の
公
安
当
局
間
の
調
整
な
ど
は
警
察
庁
の
ど
こ
が
担
当
し
て
い
る
か
。 

（
3
） 

同
書
に
よ
る
と
、
警
察
庁
警
備
局
警
備
企
画
課
に
は
「
裏
理
事
官
」
と
呼
ば
れ
る
ポ
ス
ト
が
あ
り
、
伊
達
興
治
、

石
川
重
明
、
伊
藤
茂
男
、
高
石
和
夫
、
石
川
正
一
郎
、
安
村
隆
司
の
各
氏
ら
が
就
任
し
て
い
た
と
あ
る
が
、
名
前
の

挙
が
っ
た
六
氏
の
警
察
庁
入
庁
以
来
の
経
歴
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
2
） 
警
察
庁
警
備
局
警
備
企
画
課
の
理
事
官
は
何
人
い
る
か
。
ま
た
、
職
務
は
何
か
。 

（
1
） 

警
察
庁
警
備
局
警
備
企
画
課
の
職
務
は
何
か
。 

一
一 

 



 

五 

捜
査
照
会
に
つ
い
て 

（
3
） 

公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
か
ら
の
報
告
文
書
な
ど
の
取
り
扱
い
、
秘
密
保
持
に
つ
い
て
、
内
規
は
あ
る
か
。
報
告 

（
2
） 

公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
報
告
を
求
め
る
際
、
照
会
は
司
法
警
察
員
、
検
察
官
、
検
察
事
務
官
が
行
う
の
か
。 

（
1
） 

刑
事
訴
訟
法
第
百
九
十
七
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
警
察
や
検
察
が
捜
査
の
必
要
か
ら
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に

報
告
を
求
め
る
ケ
ー
ス
は
、
一
九
九
七
年
度
に
何
件
あ
っ
た
か
。 

（
8
） 

前
記
警
察
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
を
徹
底
す
る
た
め
、
政
府
お
よ
び
警
察
内
部
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
努
力

が
続
け
ら
れ
て
き
た
か
。
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
7
） 

警
察
法
第
二
条
第
二
項
は
「
警
察
の
活
動
は
（
中
略
）
そ
の
責
務
の
遂
行
に
当
つ
て
は
、
不
偏
不
党
且
つ
公
平
中

正
を
旨
と
し
、
い
や
し
く
も
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
個
人
の
権
利
及
び
自
由
の
干
渉
に
わ
た
る
等
そ
の
権
限
を
濫

用
す
る
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
政
府
は
警
察
当
局
が
同
法
に
違
反
す
る
よ
う
な
権
限
の
濫

用
に
及
ん
だ
ケ
ー
ス
を
承
知
し
て
い
る
か
。
承
知
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

そ
の
際
の
関
係
者
の
処
分
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
た
い
。 

そ
れ
と
も
警
察
署
、
検
察
庁
名
か
。 

一
二 

 



 

六 

捜
査
の
公
正
に
つ
い
て 

（
2
） 

報
道
に
よ
る
と
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
林
郁
夫
受
刑
者
に
対
す
る
無
期
懲
役
の
求
刑
や
大
蔵
省
接
待
汚
職
事
件
で
の

贈
賄
側
の
略
式
起
訴
な
ど
を
「
司
法
取
引
」
と
指
摘
す
る
意
見
が
あ
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る 

（
1
） 

日
本
に
い
わ
ゆ
る
「
司
法
取
引
」
を
容
認
す
る
法
律
は
あ
る
か
。 

（
6
） 

「
捜
査
の
必
要
性
」
は
同
書
の
内
容
か
ら
生
じ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
出
版
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
。
ま 

 
 

た
、
同
様
の
内
容
の
書
籍
や
同
書
の
続
編
が
出
版
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
「
捜
査
の
必
要
性
」
が
生
じ
る
の
か
。 

（
5
） 

七
月
十
七
日
付
け
政
府
答
弁
書
に
よ
る
と
、
警
視
庁
は
犯
罪
捜
査
の
必
要
性
か
ら
「
警
察
が
狙
撃
さ
れ
た
日
」
を

出
版
し
た
株
式
会
社
三
一
書
房
の
取
引
銀
行
に
対
す
る
照
会
を
行
っ
た
。
本
当
に
「
捜
査
の
必
要
性
」
が
あ
る
こ
と

を
何
ら
か
の
根
拠
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
4
） 

捜
査
の
必
要
も
な
い
の
に
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
報
告
を
求
め
、
憲
法
が
保
障
す
る
「
言
論
の
自
由
」
「
出

版
の
自
由
」
を
侵
害
し
た
場
合
、
憲
法
違
反
は
も
と
よ
り
、
警
察
や
検
察
に
か
か
わ
る
法
令
の
重
大
な
違
反
と
な
る

が
、
そ
の
責
任
は
政
府
と
担
当
部
局
が
ど
の
よ
う
な
形
で
負
う
の
か
。 

文
書
な
ど
を
外
部
に
漏
ら
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
処
分
が
あ
る
か
。 

一
三 

 



 

七 

組
織
犯
罪
対
策
法
案
と
「
警
察
が
狙
撃
さ
れ
た
日
」
に
つ
い
て 

（
2
） 

組
織
犯
罪
対
策
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
通
信
傍
受
は
、
警
察
の
刑
事
部
門
と
公
安
部
門
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が 

（
1
） 

「
警
察
が
狙
撃
さ
れ
た
日
」
の
内
容
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
警
察
は
た
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
あ
ま
り
に

多
く
の
課
題
を
負
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
う
考
え
る
か
。 

（
5
） 

政
府
は
警
察
や
検
察
が
公
正
を
疑
わ
れ
る
よ
う
な
捜
査
を
し
な
い
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
続
け
て
き
た 

か
。 

（
4
） 

報
道
に
よ
る
と
、
捜
査
当
局
は
銃
刀
法
違
反
の
拳
銃
共
同
所
持
で
、
指
定
暴
力
団
「
山
口
組
」
の
桑
田
兼
吉
ら
幹

部
を
逮
捕
・
起
訴
ま
た
は
指
名
手
配
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
「
山
口
組
」
幹
部
の
中
野
太
郎
は
、
別
の
暴
力
団
に
襲

撃
さ
れ
た
際
に
護
衛
が
襲
撃
犯
を
逆
に
射
殺
し
て
い
る
の
に
、
共
同
所
持
に
問
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
が
、
事
実 

 

か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。 

（
3
） 

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
以
下
、
銃
刀
法
）
違
反
の
拳
銃
共
同
所
持
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
は
こ
れ
ま
で
何
人

い
る
か
。 

か
。 

一
四 

 



 

 

一
五 

担
当
す
る
こ
と
に
な
る
か
。
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
と
す
れ
ば
、
刑
事
、
公
安
が
担
当
す
る
ケ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
3
） 
金
融
機
関
に
対
す
る
「
疑
わ
し
い
取
引
」
の
届
け
出
義
務
に
つ
い
て
、
捜
査
当
局
が
届
け
出
ら
れ
た
内
容
を
悪
用

し
た
場
合
、
処
罰
は
ど
う
す
る
の
か
。 

（
4
） 

公
安
警
察
の
活
動
は
性
質
上
、
秘
密
の
内
容
も
多
い
と
推
察
さ
れ
、
公
平
か
つ
正
確
に
実
態
を
把
握
す
る
の
は
難

し
い
と
考
え
る
が
、
政
府
は
適
正
に
活
動
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
監
督
し
て
い
る
の
か
。 

（
5
） 

組
織
犯
罪
対
策
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
政
府
が
、
現
在
の
警
察
に
通
信
傍
受
な
ど
を
ま
か
せ
て
適
正
に
運
用
さ

れ
る
と
確
信
し
た
根
拠
は
何
か
。
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


